
たすけあい辰巳ねこの手　規約

　（会の名称）

　　　　本会は、たすけあい辰巳ねこの手　と称する。

　（設置目的）

　　　　本会は、住民同士の支え合いの精神のもとに、辰巳地区およびその周辺に居住する高齢者や障害者その他日常生活に手助けを必要とする人たちに対して、日常生活支援、子育て支援等のサービスを提供すること、またこの事業を通して高齢者その他現役を退いた人に社会参加の機会を提供することを目的とする。

　（会の位置づけ）

　　　　本会は、辰巳台地区社会福祉協議会の内部組織として設置する。

　（事務所）

　　　　本会の事務所を、辰巳ふれあいセンター（市原市神埼263-1　ケアハウス辰巳彩風苑）内に置く。

　（本会の事業）

　　　　　　本会は第2条の目的を達成するため、下記の住民参加型の有償サービス　　　　　　事業を行う。　　　

高齢者や障がい者等の世帯で、病気や障がいおよび体力の低下その他の事情により生じた日常生活上の支障を解消するためのサービスを提供すること。

福祉施設および公共施設においてその業務の補完的サービスを提供すること。

高齢その他現役を退いた人に、簡単な業務による社会参加の機会を提供すること。

その他本会の目的を達成するために必要な事業。

　（会　員）

　　　本会は、次の会員をもって構成する。

　　（1）一般会員

　　　　①　利用会員：日常生活の支援を受ける人をいう。

　　　　②　協力会員：日常生活の支援を行う人をいう。

　　　　　　ただし、利用会員が協力会員に、あるいは協力会員が利用会員　　　　になることができる。

　　　　 （2）賛助会員：この事業の趣旨に賛同し会に対し経済的支援を行う人を

　　　　　　いう。

　　　　　ただし、賛助会員は、協力会員・利用会員を兼ねることができる。

　（会員資格の喪失）

会員が下記のいずれかの事項に該当するときは、その資格を喪失する。

退会届を提出したとき。

本人が死亡したとき、または本人と連絡がとれなくなったとき。

会費を1年以上滞納したとき。

本会の名誉を傷つける行為、または本会の目的に反する行為をしたとき。

　（入会金及び年会費）

会員は、入会時に入会金と年会費を納入する。

年会費は毎年4月に更新する。

入会金　500円（再入会の場合は不要とする。）

年会費　①　一般会員　1,000円

　　　　　　②　賛助会員　１口2,000円　1口以上

　（利用料）

利用会員は、サービスを利用した場合、次の利用料を支払う。

①（9時～16時の間に作業が行われた場合）（通常利用料）

　　始めの1時間まで800円とし、作業が1時間を超える場合は、30分　ごとに400円を加算する。

②（9時～16時以外に利用者の依頼により作業が行われた場合）

　時間外割増として、通常利用料の10％を加算する。

③（７・８月に屋外で作業が行われた場合）

　暑熱割増として、通常利用料の10％を加算する。

作業場所が辰巳地区外にある場合は交通費として500円を加算する。

　　ただし、１名分のみとする。

軽トラックを利用する場合は、軽トラック使用料及びガソリン代として　

　1,000円を加算する。

　（作業料）

協力会員は、作業を行った場合、作業料が支払われる。

①（9時～16時の間に作業が行われた場合）（通常作業料）

　始めの1時間まで700円とし、作業が1時間を超える場合は、30分ごとに350円が加算される。

②（9時～16時以外に利用者の依頼により作業が行われた場合）

　　時間外割増として、通常作業料の10％が加算される。

③（７・８月に屋外で作業が行われた場合）

　　暑熱割増として、通常作業料の10％が加算される。

　　(2) 作業場所が辰巳地区外にある場合は交通費として500円が加算される。　　　　ただし、1名分のみとする。

第11条　（納入金の不返還）

すでに納入された入会金、年会費、利用料及びその他の納入金は、返還しない。

　（運営費）

本会運営の経費は、下記の収入による。

入会金

年会費

利用会員から支払われた利用料の中から、1時間当たり100円の割合で納入された運営費

寄付金

その他の収入

　（役員と任期）

本会は、総会において会員の中から、次の役員を選出する。

①　代表　1名　　②　副代表　若干名　　③　会計　1名　　

④　書記　２名　　⑤　コーディネーター　若干名　　⑥　監査　2名

⑦　評議員　１５名以内　　⑧　顧問　若干名

役員の任期は2年とする。ただし再任は妨げない。

任期途中における役員の退任、及び補充役員の選出は、評議員会の承認を得るものとする。

　　補充された役員の任期は、前任者の残任期間とする。

　（役員の任務）

代表は、本会を代表し、その事業を統括する。

副代表は、代表を補佐し、会長が職務を行えないときはそれを代行する。

会計は、本会の経理を担当し、随時理事会に報告する。

書記は、議事録の作成、内外文書の作成と保存を行う。

コーディネーターは、本会の事業を円滑に推進するため、利用会員と協　力会員の間に入り業務の調整を図る。

監査は、本会の経理を監査し、総会ならびに評議員会に報告する。

評議員は、本会の事業及び運営について審議する。

顧問は、理事会の要請により、本会の事業及び運営について助言する。

　（役員の報酬）

役員は、原則として無報酬とする。

役員としての活動により生じた経費は支給する。

コーディネーターには活動費（電話代、交通費等）を支給する。

　活動費の金額については、代表、副代表及び会計が協議してきめる。

　（理事会）

理事会は、代表、副代表、会計、書記及びコーディネーターにより構成する。

理事会は代表が召集する。

理事会の議長は代表が行う。

理事会は、構成員の２分の１以上の出席がなければ議事を決定することはできない。

理事会の議事は、出席している役員の過半数で決定し、可否同数のときは、議長の決定するところによる。

理事会は、下記の事項を行う。

　①　総会及び評議員会提出議案の作成

　②　本会の業務に必要な内規の作成

　③　日常業務の執行とそれに伴う連絡調整

　④　その他本会業務の維持、拡充に必要な事項

　（評議員会）

総会に次ぐ決定機関として評議員会を置く。

評議員会は、必要に応じて代表が召集する。

評議員会の議長は、役員の互選により選出する。

評議員会は、第１３条第1項に規定する役員で構成し、２分の１以上の出席がなければ議事を決定することはできない。

評議員会の議事は、出席者（委任状を含む）の過半数で決定し、可否同数のときは、議長の決定するところによる。

評議員会において次の事項の承認を得る。

　①　総会提出議案

　②　任期途中における役員の退任及び選出

　③　その他本会事業に関する重要な事項

　（総　会）

総会は年1回これを開く。ただし、必要に応じ随時開くことができる。

総会は、会員の２分の１以上の出席（委任状を含む）がなければ議事を決定することはできない。

総会の議長は、会員の互選より選出する。

総会において次の事項を議決する。

　①　規約の変更

　②　本会の解散及び合併

　③　事業計画及び収支予算

　④　事業報告及び収支決算

　⑤　役員の選任または退任

　⑥　その他本会事業に関する重要な事項

　（会計年度）

本会の会計年度は4月1日から翌年３月31日とする。

付　則　１、この要綱は、平成17年11月1日から施行する。

　　　　２、この要綱は、平成22年７月１日から施行する。

　　　　３、本規約は、平成23年11月１日から施行する。

会計年度変更に伴う移行措置として、平成24年度は、平成23年11月１日から平成25年３月31日とする。

　　　　　４、本規約は、平成25年４月28日から施行し、平成25年４月1日から適用する。

　　　　５、本規約は、平成25年5月12日から施行し、平成25年４月1日から適用する。 
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